
一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

箱
田

和
廣

変
更
後

倉
橋

修
蔵

二

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日

平成™�年˜月™›日 金曜日 第�™˜œ号官 報

二

安
全
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
深
谷
市
黒
田
二
〇
九
一
番
一

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第

二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定

め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四

百
五
十
五
号
）
の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
講

習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
深
谷
市
黒
田
二
〇
九
一
番
一

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

安
全
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
深
谷
市
黒
田
二
〇
九
一
番
一

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

〇
観
光
庁
告
示
第
二
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
ツ
ー
リ

ス
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ツ
（
登
録
研
修
機
関
第
十
四
号
）
か
ら

代
表
者
の
氏
名
を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法

第
十
二
条
の
二
十
八
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

観
光
庁
長
官

久
保

成
人

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
六
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

佐
藤

雄
二

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部

東
京
都
江

東
区
青
海
二
丁
目
五
番
十
八
号

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
三
五
度
〇
九
分
三
〇
秒
東
経
一
三
九

度
四
七
分
三
五
秒
、
北
緯
三
五
度
〇
九
分
三
〇
秒
東

経
一
三
九
度
四
九
分
〇
五
秒
、
北
緯
三
五
度
〇
七
分

五
〇
秒
東
経
一
三
九
度
五
〇
分
一
〇
秒
、
北
緯
三
五

度
〇
六
分
三
〇
秒
東
経
一
三
九
度
四
九
分
二
五
秒
、

北
緯
三
五
度
〇
六
分
東
経
一
三
九
度
四
九
分
三
〇

秒
、
北
緯
三
五
度
〇
六
分
東
経
一
三
九
度
五
〇
分
、

北
緯
三
五
度
〇
五
分
〇
五
秒
東
経
一
三
九
度
五
〇
分

二
〇
秒
、
北
緯
三
五
度
〇
五
分
〇
五
秒
東
経
一
三
九

度
四
七
分
三
五
秒
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域

ロ

期
間

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
平
成

二
十
六
年
二
月
十
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
測
深
機
に
よ
る
地
形
調
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
措
置

イ

測
量
船
は
、
水
路
業
務
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）
第
六
条
に
定
め
る
標

識
を
掲
揚

ロ

三
管
区
水
路
通
報
第
二
号
（
平
成
二
十
六
年
一
月

十
七
日
発
行
）

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三

年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

別
表
の
指
定
番
号
二
十
二
の
項
業
務
区
域
欄
中
「
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
（
島

し
ょ
部
を
除
く
。）、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
及
び
長
野
県
の
全
域
」
を
「
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
及
び
長
野
県
の
全
域
」
に
改
め
る
。

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

中
部
地
方
整
備
局
長

八
鍬

隆

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

一

号

静
岡
市
清
水
区
由
比
寺
尾
字
平
八
一
八
番
一
か
ら
同
市
清
水
区
由

比
寺
尾
字
前
浜
五
〇
六
番
三
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示

す
る
部
分
）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
静

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
六
日
二
十
二
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
四
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運

輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平

成
二
十
六
年
一
月
八
日
に
次
の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
十
一

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

安
全
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
東
洋
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
字
新
山
六
五
四
番
地
一

３

講
習
の
種
類

一
般
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
の
運
行
の

管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平

成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
）

の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
講
習
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

二

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
東
洋
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
字
新
山
六
五
四
番
地
一

３

講
習
の
種
類

一
般
講
習

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
三
号

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
平
成
二
年
運

輸
省
令
第
二
十
二
号
）
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
が
認
定
す
る
講
習
を
平

成
二
十
六
年
一
月
八
日
に
次
の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、

第
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
の
十
一

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
以
下
「
安

全
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

講
習

１

名
称

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

埼
玉
県
深
谷
市
黒
田
二
〇
九
一
番
一

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規

則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
二

十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
の
運
行
の

管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定
め
る
告
示
（
平

成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
五
十
五
号
）

の
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
礎
講
習
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
十
七
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一

月
一
日
付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除

を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

3
0
0
3
6
4

馬
場
寛
明

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
十
八
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一

月
五
日
付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除

を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

4
0
6
2
3
8

為
井
久
統

4
0
6
2
3
9

花
野

稔
4
0
6
2
4
2

足
立
達
哉

œ
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